第４５回　鳥取市文化賞受賞者
山下　清志〔陶芸〕７２歳
【受賞理由】
1968年から丹波の陶工・生田和孝(いくたかずたか)氏の薫陶を受けたのち、柳宗悦(やなぎむねよし)に共鳴した鳥取の民芸運動家・吉田璋也(よしだしょうや)と「浦富焼」の再興を目指す人々の後押しを受け、兄・山下碩夫(やましたみつお)と浦富焼を始め初窯を焚いたのが1971年。その後、独立を機に延興寺の土を見いだし、1978年に延興寺（えんごうじ）窯を築く。

1996年に第70回記念国画会の新人賞、1999年に会友推挙、2005年に鳥取県伝統工芸士認定、鳥取民芸協会会員となる。2007年には第29回川上奨励賞を受賞。2016年第90回国画会展で国画会会員推挙。

延興寺の陶土・黒石等を用いて、白や黒の釉(うわぐすり)を基調に重厚感のある陶器を焼き、日々の暮らしを潤す健やかな焼き物づくりに日々取り組んでいる。土も薪もほとんどの釉薬もすべて地元産を使い、「地産地消」のスタイルで活躍している。
【経歴】　　　
昭和42年　コンピューター関連会社に勤務
昭和43年　丹波立杭生田窯（生田和孝氏）に師事
昭和46年　実兄（山下硯夫）と共に浦富焼を復興
昭和53年　独立し、岩美町延興寺に延興寺窯を築窯、現在に至る
【受賞歴】　　
平成8年　国画会新人賞
平成19年　川上奨励賞
【主な活動】　
　毎年国展（国画会）にて作品発表
　鳥取たくみギャラリー（鳥取市）、べにや民芸店ギャラリー（東京）にて個展を開催
　代表作品名　海鼠釉盛絵壺
【活動に対する思い】
地元の陶土と釉薬の原料を用い、必然性を大切にし、美の宿る作品創りに励んでいる。
【現在】国画会会員
